
遺 

言 

書 
(

案) 
 

遺
言
者 

上
杉
謙
信 

は
、
こ
の
遺
言
書
で
次
の
と
お
り
遺
言
す
る
。 

  

一
、 

養
子
上
杉
景
虎
に
は
関
東
管
領
職
を
相
続
さ
せ
る 

一
、 

養
子
上
杉
景
勝
に
は
越
後
国
主
の
座
を
相
続
さ
せ
る 

  

付
言
事
項 

 

尚
、
上
洛
に
あ
た
り
改
め
て
次
の
と
お
り
家
訓
を
遺
す
。 

 

一
、 

心
に
物
な
き
時
は
心
広
く
体
泰
な
り 

一
、 

心
に
我
儘
な
き
時
は
愛
敬
失
は
ず 

一
、 

心
に
欲
な
き
時
は
義
理
を
行
ふ 

一
、 

心
に
私
な
き
時
は
疑
ふ
こ
と
な
し 

一
、 

心
に
驕
り
な
き
時
は
人
を
敬
ふ 

一
、 

心
に
誤
り
な
き
時
は
人
を
畏
れ
ず 

一
、 

心
に
邪
見
な
き
時
は
人
を
育
つ
る 

一
、 

心
に
貪
り
な
き
時
は
人
に
諂
う
こ
と
な
し 

一
、 

心
に
怒
り
な
き
時
は
言
葉
和
ら
か
な
り  

一
、 

心
に
堪
忍
あ
る
時
は
事
を
調
う 

一
、 

心
に
曇
り
な
き
時
は
心
静
か
な
り 

一
、 

心
に
勇
み
あ
る
時
は
悔
や
む
こ
と
な
し 

一
、 

心
賤
し
か
ら
ざ
る
時
は
願
い
好
ま
ず 

一
、 

心
に
孝
行
あ
る
時
は
忠
節
厚
し 

一
、 

心
に
自
慢
な
き
時
は
人
の
善
を
知
り 

一
、 

心
に
迷
い
な
き
時
は
人
を
咎
め
ず 
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天
正
六
年
三
月
某
日 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

越
後
国 

春
日
山
城
に
て                             

上
杉
不
識
庵
謙
信 

 

印 
 

 

※ 

上
杉
謙
信
は
、
実
際
に
は
跡
目
に
つ
い
て
の
遺
言
状
を
残
さ
な
か
っ
た
た
め
案
と
し
ま
し
た 

  

※ 

引
用
に
用
い
た
文
献 

そ
の
時
歴
史
が
動
い
た 

修
羅
の
戦
国
編 
集
英
社 

直
江
兼
続
と
上
杉
家
家
訓
十
六
箇
条 

童
門
冬
二 

英
傑
の
日
本
史 

上
杉
越
後
軍
団
編 

井
沢
元
彦 
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